
【目的】 切れ⽬のない在宅医療と介護の提供体制の構築 〜多職種連携〜

対象 課題 目標 局における令和元年度の対応策

区
役
所

♯１ 実務者のマネジメント⼒

〇区役所実務者が事業の必
要性を理解し、区の課題を明
確にし連携推進のための対応
策を検討することができる。

○研修実施
（★⼈事異動に伴う区役所担当者への事業について説明会の場の設定）
○好事例等の情報提供

♯２ 各区の在宅医療・介護の現
状把握及び課題抽出

○各区の医療・介護連携の課題の整理と分析
（高齢者実態調査や各区のアンケート結果等により）の支援

♯３ 地域特性に応じた効果的な
区⺠啓発

♯４ 受託法人との連携 ○区役所及び受託法人の定期的な打合せ等の実施
○区役所及び受託法人の研修実施

受
託
法
人
・
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

♯１ 受託法人によるバックアップ体
制の強化

〇在宅医療・介護連携⽀援
コーディネーターが医療・介護
関係者の連携における相談
業務を⾏いつつ、切れ⽬のな
い在宅医療・介護の提供体
制を構築を推進することができ
る。

○研修実施
○好事例等の情報提供

♯２ コーディネーターのスキルアップ ○研修実施

（在宅医療・介護の連携に
おける課題の把握と対応策の
検討）

○好事例等の情報提供
○連絡会の開催
（スキルアップのための内容をワーキングチームにおいて検討）

（後発区のスキルアップ） ○各区の医療・介護連携の課題の整理と分析
（高齢者実態調査や各区のアンケート結果等により）の支援

♯３ 区役所との連携
○区役所及び受託法人の定期的な打合せ等の実施
○区役所及び受託法人の研修実施

♯４ 情報共有ツールの検討推進 ○好事例等の情報提供

♯５ 病院との連携 ○コーディネーター活動を通じた区内病院との連携状況の
実態把握の推進

♯６ 関係機関への周知

これまでの事業の取組みから考えられる健康局における課題と対応策 資料 ３令和元年度 局の課題に対する取組みについて

これまでの事業の取組みから考えられる課題と対応策 ★今年度新規の取組み



健
康
局

♯１⾏政区域を越える広域連携の
課題整理と仕組みづくり

〇区域を超える連携の課題
を整理し対応策を検討するこ

とができる。

○区域を超える医療（病院）との連携における課題及び対応策の検討

★市内病院の連携窓⼝の⼀覧を各区において医療介護関係者に対して
情報提供

★市内基本保健医療圏ごとの退院⽀援にかかる多職種研修会の開催
○隣接市との連携（情報交換）

♯２適切な事業評価指標の検討 〇事業全体の評価指標を検
討することができる。

○各区の医療・介護連携の課題の整理と分析
（高齢者実態調査や各区のアンケート結果等により）の支援）

○医療・介護の現状把握のための実態調査 結果提供

♯３各高齢者施策との調整

♯４保健医療計画・介護保険事業計画との整合性

《局の課題（まとめ）》・・・平成30年度 第3回⼤阪市在宅医療・介護連携推進会議にて確認

局の課題１ 区役所・ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰのスキルアップと連携
局の課題２ ⾏政区域を越える広域連携の課題整理と仕組みづくり
局の課題３ 評価指標の検討



《局の課題》
局の課題１ 区役所・ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰのスキルアップと連携
局の課題２ ⾏政区域を越える広域連携の課題整理と仕組みづくり
局の課題３ 評価指標の検討

①区役所及び相談支援室（コーディネーター）を対象にした研修会の開催
⇒ ・事業評価（PDCA）、市⺠啓発・多職種研修の進め⽅等の内容
・区役所及びコーディネーターのグループワークによる連携促進
・庁内・関係機関間の連携を意識した内容

②第2回⼤阪市在宅医療・介護連携相談⽀援室活動報告会（13区）の開催
⇒ ・医療介護関係者に周知し、相談支援室との連携を促進
・全13区の活動の振り返りの機会

③⼈事異動に伴う区役所担当者への事業について説明会の場の設定
⇒ ・6月１０日開催

局の課題1に対する取組み

企画中

企画中



③⼈事異動に伴う区役所担当者への事業について説明会の場の設定

在宅医療・介護連携推進事業 区新任担当者等説明会（6月10日 開催）
参加者29名（事務職︓22名 保健師︓6名 医師︓１名）

役に立つ
41%

少し役に

立つ
48%

あまり役

に立たな

い
7%

役に立た

ない
4%

参加者アンケートより

【今後どのような研修が必要と思いますか︖】

〇他区での実施状況（事例）ができる研修 〇取組みの課題解決に向けた情報共有
〇希望と現実のギャップを埋める、各区の取組みのグループワーク〇市としての事業評価指標の説明
〇担当者間の情報共有を主目的としたワールドカフェ等〇効果的取組の具体的事例の周知

理解でき

た
53%

少し理解

できた
43%

あまり理

解できな

かった
4%



《局の課題》
局の課題１ 区役所・ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰのスキルアップと連携
局の課題２ ⾏政区域を越える広域連携の課題整理と仕組みづくり
局の課題３ 評価指標の検討

①市内病院の連携窓⼝の⼀覧を各区において医療介護関係者に対して情報提供

②市内基本保健医療圏ごとの退院⽀援にかかる多職種研修会の開催

局の課題２に対する取組み



●介護⽀援専⾨員（ケアマネジャー）は区外の病院の連携窓⼝が不明確なため連携時に困る
●病院の連携窓口担当者と介護支援専門員等との連携を推進していきたい

背景

●在宅医療・介護連携⽀援コーディネーターが各区の病院の連携窓⼝を把握している
（ワーキングにおいて、各区の病院の連携窓口把握の項目について検討し、把握項目を抽出し作成）

在宅医療・介護連携⽀援コーディネーター

①の取組み ︓ 病院の連携窓口一覧作成について

●各区において集約し、市内の病院を一覧にして、相談支援室において活用する。
●各区の相談支援室を通じて、介護⽀援専⾨員等医療介護関係者に対し、情報提供する。
（病院に聞き取りを⾏い、医療介護関係者に対して情報提供することに了解が得られる範囲で記載）

活用方法

●１５３ケ所の医療機関から同意を得、⼀覧に掲載。
●今後、年1回（８月1日 時点で更新予定）

進捗状況



参考：病院の連携窓口一覧様式

病院名
相談窓口

その他外来通院中（a) 入院時（前）(b) ⼊院〜退院前(c) 連携に関する困りごとの
窓口(ｄ)

○
○
病
院

住所 窓口 窓口 窓口 窓口
〒 ー 担当者 担当者 担当者 担当者
○○区○○
‐ ‐

対応曜日
時間

対応曜日
時間

対応曜日
時間

電話
番号 ー

電話
番号

（代表･直通）
ー

電話
番号

（代表･直通）
ー

電話
番号

（代表･直通）
ー

FAX （代表･直通）
ー FAX （代表･直通）

ー FAX （代表･直通）
ー

代表電話 書
類
等

持参時 書
類
等

持参時 書
類
等

持参時

－ 郵送時 郵送時 郵送時

備考 備考 備考 備考



②の取組み︓退院⽀援にかかる多職種研修会（市内基本保健医療圏ごと）について

【目的】
区域及び近隣区域の病院関係者と地域（在宅）の多職種が参画し、退院⽀援の視点について学びあう
ことにより、多職種の連携を深める。
【開催単位】 【開催時期】
基本保健医療圏（北・⻄・東・南） 令和元年度〜 開催予定

【対象者】
退院支援に関わる専門職
在宅医療や介護に関わる専⾨職 等（※1回100名程度）

【内容（仮）】 2時間程度
○「退院⽀援とは︖」講師 ○グループワーク『退院⽀援にかかる事例検討』
○大阪府 入退院支援マニュアル 紹介

【今後】
病院と在宅の連携課題を共有し、今後の対策につなげる（顔の⾒える関係を推進）

●コーディネーター連絡会等で基本保健医療圏域ごとに検討を繰り返し、開催⽇・内容を決定。

●入院が必要となった際、区内の病院に入院となるとは限らず退院時には区域を越えての関係機関との連携
が必要とされる。

●他区の病院や専⾨職とも顔の⾒える関係を築きたい。

背景



北部︓北区・都島区・淀川区・東淀川区・旭区

【日 時】８月３日（土） １４時〜１６時３０分

【会 場】淀川区⺠センター ホール

【内 容】①講義︓⼤阪府⼊退院⽀援の⼿引きについて

講師︓都島区在宅医療・介護連携⽀援コーディネーター 錦織 法子 氏

②グループワーク（ワールドカフェ形式）︓⼊院時の１期 「あわせる」の課題共有

【申込状況】 １４１名 （7月19日 締め切り）

⻄部︓福島区・此花区・⻄区・港区・⼤正区・⻄淀川区

【日 時】９月１２日（木） １４時３０分〜１６時３０分

【会 場】福島区役所 ６階会議室

【内 容】①講義︓⼊退院⽀援の実際について〜⼊退院⽀援の仕組みと病床機能〜

講師︓ＪCＨO大阪病院 療養福祉室⻑ 三村 麻紀子 氏

②グループワーク︓事例をもとに考えよう〜今できること・これからできること〜



東部︓中央区・天王寺区・浪速区・東成区・⽣野区・城東区・鶴⾒区

【日 時】１０月５日（土） １４時〜１６時３０分
【会 場】リゲッタＩＫＵＮＯホール
【内 容】①講義︓大阪府入退院支援の手引きについて

講師︓東成区在宅医療・介護連携⽀援コーディネーター ⿊⽥ 和子 氏

②パネルディスカッション ︓⼊退院⽀援の実際と課題
座⻑︓浪速区在宅医療・介護連携⽀援コーディネーター 五十川 昌弘 氏

パネラー︓⼤阪警察病院 地域医療連携センター 副センタ―⻑ 岩藤 五月 氏
森之宮病院 医療相談室 副部⻑ 藤井 由記代 氏
⼤阪医療センター 地域医療連携室 師⻑ 増田 雅子 氏
介護⽼⼈保健施設 れいんぼう夕陽丘 主任 佃 真吾 氏

③グループワーク（ワールドカフェ形式):他の専⾨職に困っていることを伝えてみよう︕

南部︓阿倍野区・住之江区・住吉区・平野区・⻄成区
【日 時】１０月２３日（水） １４時〜１６時３０分

【会 場】阿倍野区役所 大会議室

【内 容】①講義︓⼤阪府⼊退院⽀援の⼿引きについて
講師︓訪問看護ステーションゆいか 統括所⻑ 錦織 法子 氏

②グループワーク︓模擬退院カンファレンス



参考：開催案内ビラ（北部）



《局の課題》
局の課題１ 区役所・ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰのスキルアップと連携
局の課題２ ⾏政区域を越える広域連携の課題整理と仕組みづくり
局の課題３ 評価指標の検討

局の課題3に対する取組み

①令和元年度 高齢者等実態調査（本人・ケアマネ・介護施設）において
⇒本事業の評価指標となる介護側の調査内容検討

●住 ⺠ ︓ ⽣活満⾜度 幸せ度
●介護支援専門員 ︓ 連携度 従事者満⾜度
●介 護 施 設 ︓ 連携度 貢献度

⼤阪市在宅医療・介護連携推進事業に関する医療施設等アンケート調査実施（平成29年度）
⇒医療側の評価指標 設定

●医療施設側 ︓ 連携度 貢献度 従事者満⾜度
職種機関別連携度 療養場⾯別連携度

これまでの取組み



（参考）
在宅医療介護連携推進事業における指標（案） 医療 介護 住⺠ 区役所

アウト
カム
指標

1） ⽣活満⾜度 アンケート必要 ○
2） 従事者満⾜度 アンケート必要 ○ ○
3） 要介護者の在宅療養率

⇒要介護3〜5且つ75歳以上の施設サービス利⽤外数
介護保険・医療保険

4） 場所別死亡数・率
○・⾃宅・施設死亡率 人口動態統計

・在宅看取り 医療施設調査

活
動
状
況
・
連
携
状
況

プ
ロ
セ
ス
指
標

5） 入退院時の連携

○

① ⼊院時情報提供率 アンケート必要
② 退院調整率 アンケート必要
③ 退院時カンファレンスの状況 アンケート必要
④ 情報共有の過不⾜等の質の調査 アンケート必要

6） 連携に関する診療報酬

○① 退院支援加算 医療レセ、近畿厚⽣局届出

② 介護⽀援連携指導料 NDB

7） 連携に関する介護報酬

○
① 入院時情報連携加算 有無︓⾼齢者実態調査

② 退院退所加算 有無︓⾼齢者実態調査

8） 市町村の取組み

○

① 取組の量的把握（研修回数、普及啓発回数） 区の取組み調査

② アウトカムのへのつながり 区の取組み調査

③ 質的な把握（研修・普及啓発の内容） 区の取組み調査



提
供
体
制

プ
ロ
セ
ス
指
標

9） 在宅医療サービスの実績

○

① 訪問診療の実績回数 医療施設調査
うち、在宅⽀援診療所・病院の訪問診療件数 近畿厚生局の届出

② 訪問⻭科診療の実績回数 医療施設調査
③ 訪問薬剤指導の実績回数 ︖
④ 訪問看護の実績回数 医療施設調査

10）住⺠のニーズ調査

○

① 住⺠の普及啓発状況 アンケート必要
②
住⺠の在宅医療・介護看取りの希望割合
⇒終末期に過ごしたい場所
（必要な医療は受けられる前提）

高齢者実態調査

ス
ト
ラ
ク
チ
ャ
ー
指
標

11）在宅医療

○

① 病院（後方支援病院）
・後方支援病院 近畿厚生局の届出
・入退院⽀援加算算定医療機関数 近畿厚生局の届出
・在宅療養⽀援病院数 近畿厚生局の届出

② 診療所
・在宅療養⽀援診療所数 近畿厚生局の届出
・訪問診療を⾏う診療所数 医療施設調査

③ ⻭科
・在宅療養⽀援⻭科診療所数 近畿厚生局の届出

④ 薬科
・在宅患者訪問薬剤管理指導料届出薬局数 近畿厚生局の届出
・在宅患者調剤加算 近畿厚生局の届出

⑤ 訪問看護ステーション
・訪問看護ステーション数 介護サービス施設・事業所調査

・24時間対応体制加算 近畿厚生局の届出
12）在宅介護（介護事業所）

○
① 居宅介護⽀援事業所数 市届出
② 通所介護事業所数 市届出
③ 訪問介護事業所数 市届出
④ 介護⽼⼈保健施設数 市届出


